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１ 総括管理運営業務 

（１）管理運営の基本方針 

札幌国際交流館の設置目的「市民と外国人がスポーツ、文化活動等を通じて相互理解及び親善を深めるこ

とにより国際交流を推進し、もって札幌市の国際化に資する」を念頭に置き、国際交流・地域活性化・平等利用

等に則しつつ、施設の運営に取組み、また、「第２次札幌市まちづくり戦略ビジョン（ビジョン編）でうたわれてい

る方針に添い、当グループ代表企業の『０歳から一生涯の健康づくりに貢献する』という基本理念のもと、当グ

ループが長年積み上げてきた各種事業のノウハウを生かし、施設の活性化並びに市の国際交流・スポーツの

振興を通じて、貴市のまちづくりに貢献します。 

また、「国際交流施設としての役割遂行」・「常に公平・平等な施設運営」・「安全で安心できる施設管理」・

「地域との連携」・「効率的効果的な運営」・「施設の利用促進と収入増加」・「環境に配慮した運営」・「公共性の

理解」の 8 つの基本方針を定め、施設の設置目的を達成します。 

 

 

 

（２）運営体制組織図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈監督〉 
セントラルスポーツ株式会社 本社 

〈バックアップ〉 

近隣運営施設(4 クラブ) 

運営・維持管理委員会 

貴市 

統括管理責任者（館長） 

職務代理者 

運営業務 付帯業務 運営業務 

安全管理(警備業務) 

セントラルスポーツ株式会社 株式会社クリーンコーポレーション 

業務担当者 

（情報管理） 

業務担当者 

（指導員） 

業務担当者 

（受付・事務） 

業務担当者 
（トレーニング） 

(プール) 

業務担当者 

（清掃） 

業務担当者 

（設備維持管理） 

施設責任者 運営業務責任者（職務代理者 兼務） 

維持管理業務 

・札幌市事務室等（自治研修センタ
ー、教育支援センター及び総務局職

員部書庫等） 
 
・公益社団法人札幌シルバー人材 

センター本部及び東支部 
 

・札幌市職員共済組合健康管理センタ

ー 

 

業務担当者 
（体育室） 

(ライラックホール) 
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(３)職員の配置計画 

繁閑や行事・緊急時対応等にも対応ができるよう、職員の適正配置と状況に応じた柔軟な配置対応を行い、

管理運営水準の維持・向上に取組める体制を構築する。 

配置職員の就業形態は、常勤職員（正規職員、嘱託、契約職員）と非常勤講師（パートタイム職員、業務委

託）に区分する。 

 

 常勤職員 非常勤職員（パートタイム職員） 
合計 

館長 正規 契約・臨時 受付 プール監視・指導 

1 人 4 人 2 人 10 人 26 人 43 人 

 

 

 

（４）職員の採用計画 

運営開始後に事業拡大・離職等により人員補充が必要になった場合は、既雇用者の異動及び新規雇用に

より充足させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

募集職種 
指導員職・受付職・維持管理職 

※統括管理責任者からの推薦が必要 

推薦条件 

・サービス業の職員としての自覚を持ち、行動できること 

・豊かな人間性を持っていること 

・お客様・会社の為に創造・実行・努力ができること 

・当グループパートタイム（アシスタント）として原則 1 年以上の 

勤務実績があること 

・高卒以上の既卒者 

上記の全てを満たしており、統括管理責任者が責任を持って推薦できることを条

件とします。 

 

※過去に当社採用試験を受験し不採用であった場合も、その後の勤務に 

おいて成長が見られ、応募条件を満たす場合は対象とします。 

※既卒者が対象のため、新卒採用を受けている学生は対象外となります。 

選考方法 

・個人面接（複数回） 

・筆記試験（社内常識、一般常識、文章読解） 

※入社時の職群コースは、選考内容をふまえて決定します。 

選考場所 本社（※オンライン面接を実施する可能性あり） 
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（５）研修の実施計画 

⓵研修の種類 

豊富な研修メニューの受講を全員に義務づけ、高品質のサービス提供と、経験豊富なスキルの高い人材

を育成し、円滑な運営を目指す。 

 

 

 ②全職員への研修計画 

 

研修の種類 目 的 対象者 頻 度 主な内容 

全体研修 
個人のスキルアップを含め
た業務品質の向上 

全職員 月 1 回 

➀指定管理者研修 

➁接遇研修（サービス研修）（公平対応研修） 

③人権啓発研修 

④個人情報保護研修 

⑤安全管理研修 等 

専門研修 
専門的な技術の向上と 
新技術による業務効率化 

全職員 月 1 回 

①職種別研修 

②新技術及び法令改正に関する研修 

（職務により適宜実施） 等 

新入研修 
本施設の職員としての基礎
や基本、マナーの習得 

新入職員 

配置転換者 
適宜 

➀基本研修（施設の基本事項、マナー教育、 

ｅ­ラーニングを用いた研修等） 

②職能研修（職種別の e-ﾗｰﾆﾝｸﾞを用いた研修） 

③現場研修（マニュアルを用いた実践研修）等 

e-ラーニング

研修 
本施設の職員としての基礎
や基本、マナーの習得 

全職員 随時 

➀ビジネスマナー研修 

②安全法研修 

③コンプライアンス研修 

④情報セキュリティ研修  等 

時期 全体研修項目 研修内容 

4 月 指定管理者研修 施設利用規則、利用方法の確認。利用者対応等を統一するための研修。 

5 月 接遇研修 利用者満足度向上のための、あいさつ等の接遇訓練の実施。 

6 月 人権啓発研修 外国人の人権に関する法律を確認し、理解を深める研修。 

7 月 個人情報保護研修 個人情報保護に関する研修。ｅラーニングの理解度テストの実施。 

8 月 コンプライアンス研修 コンプライアンス理解の研修。ｅラーニングの理解度テストの実施。 

9 月 安全管理研修 安全管理内容を確認し、事故防止のための研修。 

10 月 公共施設職員研修 設置条例、設置目的の把握と理解のための研修。 

11 月 行政施策研修 市の各行政施策を確認し、理解を深める研修。 

12 月 金銭管理・会計システム研修 金銭管理方法、会計システムのマニュアル把握の研修。 

1 月 緊急時シミュレーション研修 緊急時の対応方法を実際の場面を想定した訓練の実施。 

2 月 外国人対応研修 国籍に合わせた外国人への接客方法、運動指導方法の研修。 

3 月 高齢者・障がい者対応研修 障がい者差別解消法の理解、対応方法等の研修。 
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③指導員研修実施内容 

 

 

 

（６）運営協議会の実施計画 

指定管理業務等の状況報告、管理運営水準の維持向上に向けた協議会を行う、協議会運営は当グループ

が行い、年２回開催する。 

 

 

 

 

フィットネス スイミング 

総論 

フィットネス業務 

指導員業務 

総論 

スイミング業務 

指導員業務 

解剖学（骨・筋肉・筋繊維） プールにおける安全管理について 

運動生理学（血圧・体脂肪・最大酸素 

摂取量） 
解剖学（骨・筋肉・筋繊維） 

理論   

ストレングス系マシントレーニング理論 

（机上） 

理論 

運動生理学（血圧・体脂肪・最大酸素摂取

量） 

カーディオ系マシントレーニング理論 

（机上） 
スイミング基本の 4 泳法（机上） 

ストレッチ理論 スイミングスクールの指導法（机上） 

マシン実技・指導（ストレングス系カー

ディオ系） 
水中運動の効果理論 

指導の 5 原則（説明・試技・実技・矯

正・確認） 

指導の 5 原則（説明・試技・実技・矯正・確

認） 

実技 

ストレッチ実技 

実技 

4 泳法の実技 

マシン実技 水中運動指導の実技 

フリーウェイト理論・実技 スイミングスクールの指導実技 

開催回 開催月 出席者 議題 

年 2 回 
9 月 

3 月 

札幌総務局国際部職員 

札幌国際交流館館長・担当職員 

・管理運営業務の報告（利用人数、利用料収入等） 

・管理運営上の問題点や改善に関する事項 

・新規作成の規定、要項、マニュアルの概略 

・市民サービスや管理水準の維持向上に向けた取組 

・指定管理者提案事項の進歩状況 

・その他協議が必要な項目 
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（７）収支計画 

別紙、収支計画書のとおり 

・管理に係わる収支計画書 

・令和 5 年度 収支計画書の積算根拠（収入） 

・令和 5 年度 収支計画書の積算根拠（支出・物件費）指定管理業務・自主事業 

・令和 5 年度 収支計画書の積算根拠（支出・人件費）指定管理業務・自主事業 

 

（８）セルフモニタリングの実施計画 

利用者からの施設利用に係る満足度を測定するとともに、意見、要望等を把握する利用者満足度アンケー

トを年１回実施する。 

 

 

 

 

 

 

アンケート項目 内容 

属性、その他 性別・年代・主な利用曜日・利用時間帯・利用頻度 

職員の対応 あいさつ・接客・施設や国際交流に対しての知識 

国際交流の取組 JICA との協働について・国際交流の PR・情報について 

利用条件 時間帯の設定・設備、サービス内容 

運動プログラム 新たに導入を望む種目・プログラム満足度 

施設環境 施設・水回り等の清潔さ（清掃状況） 

運動備品 備品に過不足はないか・備品の保管状況 

利用案内 利用案内について・ホームページの案内について 

満足度評価 5 段階評価 

 

利用者アンケート 目標数値 

 要求水準 目標値 

調査票本数 200 名以上 300 名以上 

総合満足度 85% 90%以上 

接遇満足度 85% 90%以上 
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２ 施設・設備の維持管理に関する業務 

（１）防災訓練の実施 

全体訓練を行い、職員が施設の自衛消防組織の一員として、現実に起こりうる場面を想定した救急救命

措置等の研修・避難訓練を行い有事の際に確実に対応できるようにする。 

  

項目 内容 

消防訓練・避難訓練 

（上期４～9 月で 1 回） 

・通報・館内案内訓練 

火災が発生してから消防機関へ通報、館内利用者への放送の為の機器等の 

取り扱方法を確認する 

・消火訓練・機器取り扱い訓練 

消火器・避難器具・屋内消火設備等の取り扱い方法の確認、機器の不備点検 

等を行いいつでも利用ができる体制を整える 

・避難訓練 

階段などの避難経路を使って安全な場所まで避難してみるほか、避難器具 

などの使い方を覚える。 

・総合訓練 

実際に火災が起きた場合等を想定し、自衛消防の組織に基づく任務に従い、 

火災の発見から到着した消防隊への情報提供まで行う。 

消防訓練・避難訓練 

（上期４～9 月で 1 回） 

 

(２)事故対応の研修計画 

傷病人発生時の様々な事態への第 1 次対応に関する定期訓練を月 1 回実施し、本施設の安心、安全を確

保するための確実な初動対応技術を身につけます。また全職員は心肺蘇生法のロールプレイングを出勤時に

実施します。 

①研修の内容 

 

②備品の日常点検の実施 

・体育器具、プール備品、トレーニング機器、ライラックホール備品については、営業前後に目視、触診、 

動作確認の点検を実施します。 

・ＡＥＤやプールの救助備品については、緊急時に万全の状態で使用できるように、営業前に機能点検を 

実施します。 

 

③プール室内の設備点検業務 

・「プールの安全標準指針」に基づいた点検項目により、開場前、開場中、開場後に、危険個所（蓋や配管等 

を固定する金具のゆるみや破損など）をプール監視員が念入りに点検・確認します。 

項目 内容 

安全管理研修 
・安全管理内容を確認し、事故防止のための研修 

・毎月 1 回実施する。 

普通救命講習 
・札幌市消防局主催の講習 

・プール監視員は全員受講する。 

心肺蘇生法ロールプレイング 
・全職員対象。 

・出勤時に毎回実施する。 
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３ 施設の利用に関する業務 

・個人利用/専用利用の利用料金、利用回数の計画は別紙、令和 5 年度 収支計画表の積算根拠（収入）に

記載のとおり。 

 

４ 国際交流事業の実施計画 

（１）事業計画数 

 事業数：30 件以上、参加者数：5，000 名以上 

  

（２）主な事業 

・外国人の生活に役立つ日本語教室 

・市民を対象とした医療受診するときの英会話教室 

・多文化交流サロン 

・外国人とのスポーツ交流 

・日本のスポーツ体験会 

・外国人・市民参加のレクリエーション大会等 合計 30 件以上 

 

(３)国際交流に関する理解度・満足度 

目標値：90％以上 

方法：参加者アンケートによる 

 

５ 自主事業の実施計画 

 

(１)事業計画人数 

スクール事業 カルチャースクール 月額定期利用会員 合計 

9，600 人 2，400 人 2，400 人 14，400 人 

 

 

(２)主な事業 

① スクール事業 

・キッズスイミング・キッズ体育・成人スイミング等 

② カルチャースクール 

・キッズ空手教室 ・バレエ教室 ・フットサル教室等 

③ 月額定期利用会員 

・シングル等 

 

６ その他 

団体の最新の運営状況を表す資料 

2023 年度 3 月期四半期決算短信 






























